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今週の概要 

• 小児科外来情報

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位 疾患名 

奈良県 
北部 中部 南部 

定点当たり （前週） 増減 

1 インフルエンザ 24.89 (21.85)     
2 新型コロナウイルス感染症 11.51 (10.60)     
3 感染性胃腸炎 8.26 (8.97)     
4 Ａ群溶連菌咽頭炎 2.88 (3.38)     
5 咽頭結膜熱 1.21 (1.29)    

発生状況： 大流行 流行 やや流行 少し流行 散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

※新型コロナウイルス感染症等、基準値のない疾患については発生状況の評価を行っておりません

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況❖
インフルエンザの定点当たり報告数は 24.89 で、増加が続いています。特に中和保健所管内西部地域から

の報告は 42.50 と突出しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり報告数は 11.51 で、前週の 10.60 と比べ増加しています。 

上記 2 つの感染症予防にはマスクの着用や咳エチケット、こまめな換気など、日々の対策が効果的です。 

咽頭結膜熱の定点当たり報告数は 1.21 で、県全体ではやや減少しているものの、警報発令継続中です。 

感染性胃腸炎の定点当たり報告数は 8.26 で、前週の 8.97 と比べ減少していますが、発生状況はやや流

行です。引き続き、こまめに手洗いをするなどして感染予防のための対策をお願いします。 

✤小児科外来情報✤
北部地区（田中小児科医院） 

COVID-19、インフルエンザは増加傾向にある。B 型インフルエンザが主体となっている。 

下痢症状が長引く感染性胃腸炎が微増している。 

アデノウイルス咽頭炎、溶連菌感染症、hMPV も見受けられる。

花粉症での受診が始まった。

中部地区（岡本内科こどもクリニック） 

発熱患者が増加。検査希望で外来数は急増。 

インフルエンザ B が増加。A 型に比べやや遅く陽性になる印象。

COVID-19 も少しずつ増加。インフルエンザ B とコロナ同時陽性の 8 歳男児があった。

姉がインフルエンザ罹患中で弟がコロナ陽性例があり。

インフル検査希望であってもコロナ・インフル同時検査が必要。

感染性腸炎が僅か。突発性発疹が 1 例あった。

他の登録疾患はなかった。

南部地区（南奈良総合医療センター小児科） 

インフルエンザ B が急増している。A 型インフルエンザはやや減少するも、2 回目のインフルエンザ A 感

染者は増加している。 

COVID-19 感染症はやや増加傾向にある。アデノウイルスや溶連菌感染症の流行も続いている。 

1 月下旬頃よりノロウイルス感染症も増加している。 

「インフルエンザ」 「咽頭結膜熱」 警報発令中です！ 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 令和 6 年 第 4 週 1 月 22 日 ～ 1 月 28 日

南部
保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 吉野
インフルエンザ／COVID-19定点数 55 14 14 11 10 6

1369 363 248 253 425 80
(24.89) (25.93) (17.71) (23.00) (42.50) (13.33)

633 117 152 140 173 51
(11.51) (8.36) (10.86) (12.73) (17.30) (8.50)

小児科定点数 34 9 9 7 6 3
2 1 1

(0.06) (0.11) (0.17)

41 9 4 13 6 9
(1.21) (1.00) (0.44) (1.86) (1.00) (3.00)

98 18 22 16 34 8
(2.88) (2.00) (2.44) (2.29) (5.67) (2.67)

281 70 49 68 73 21
(8.26) (7.78) (5.44) (9.71) (12.17) (7.00)

1 1
(0.03) (0.14)

3 2 1
(0.09) (0.22) (0.14)

5 2 1 2
(0.15) (0.22) (0.11) (0.33)

1 1
(0.03) (0.17)

1 1
(0.03) (0.11)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0

4 2 2
(0.40) (0.67) (1.00)

基幹定点数 6 1 2 1 1 1

※令和3年12月20日より内吉野保健所は吉野保健所に統合されましたので、
旧内吉野保健所分は吉野保健所として集計しています。

※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。
旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 12 6 16 35 29 37 70 55 48 60 52 184 67 26 20 20 14 8 3 4 766 2045
女 7 17 10 27 51 46 35 47 47 40 134 50 16 29 23 7 10 5 2 603 1730
男 2 6 16 7 7 11 14 7 15 16 9 41 20 21 17 21 22 16 16 10 294 952
女 1 6 11 10 7 8 7 7 9 16 9 28 22 24 27 45 32 29 22 19 339 1011

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 2
女 1 1 2 3
男 1 3 4 3 1 1 1 1 2 1 2 1 21 81
女 1 1 5 4 1 4 1 1 1 1 20 84
男 3 2 3 7 8 7 10 5 3 6 8 62 200
女 2 2 3 6 4 6 4 3 5 1 36 130
男 12 29 22 5 16 9 7 8 8 6 13 2 15 152 458
女 1 3 15 15 9 11 12 14 7 6 9 11 2 14 129 390
男 1 1 6
女 6
男 1 1 2 22
女 1 1 19
男
女
男 1 1 2 11
女 3 3 15
男 1
女 1 1 7
男 1 1 1
女

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男 1
女
男 1 1 2 12
女 2 2 13

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男
女 1
男
女
男 1
女
男
女
男
女

４類感染症感染性胃腸炎

奈良県
北部 中部

インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳

１類感染症

インフルエンザ 17
突発性発しん

RSウイルス感染症

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

レジオネラ症1件(郡山1)

２類感染症 結核8件(奈良市2、郡山3、中和3)

３類感染症

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

新型コロナウイルス感染症

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

※データは報告数集計の速報値として公開するものであり、後日奈良県感染症情報
（週報）、さらには確定データとしての年報において修正される場合があります。

新型コロナウイルス感染症

５類感染症

✤第4週のトピックス✤

◆IASR 45(1), 2024【特集】マイコプラズマ肺炎　2023年現在

https://www.niid.go.jp/niid/ja/mycoplasma-pneumonia-m/mycoplasma-
pneumonia-iasrtpc/12482-527t.html

基幹定点医療機関（６施設）の合計数を掲載しています

侵襲性肺炎球菌感染症1件(郡山1)
梅毒2件(奈良市1、中和1)
後天性免疫不全症候群1件(郡山1)

36

❖入院基幹定点報告状況❖
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数
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